
精度の高いＩＣＴ建機で施工が楽しく

実際に体感して決めた。

スマートコンストラクション

今回の現場は静岡県の埋立地に、広さ
14,000m²のコンテナヤードを建設する
工事。
施工するのは北川工業(株)様。
導入の経緯を土木工事一部　部長の山田
真弘さんに聞いた。「国土交通省が発表
したi-Constructionが始動し、当社で
も対応していかなければと考えていたと
ころ、知り合いからスマートコンストラ
クションの事を教えてもらいました。詳
しく知りたいと思い、担当営業から話を
聞き、伊豆市にあるコマツテクノセンタ
で開催されているＩＣＴ建機のデモンス
トレーションも見に行きました。そこで
は、D61PXiも体感することも出来たの
でＩＣＴ建機の良さを感じました。その
体験から、今回の現場はi-
Constructionが指定の現場ではないけ
れど、スマートコンストラクションでや
ろう！と決めました。」と話した。ま
た、「ＩＣＴ建機の運転経験があるオペ
レータも協力会社から紹介してもらった
ので、よりスムーズに現場を進める事が
出来ました。」とも教えてくれた。
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これからも

マシンコントロール

導入した感想を山田部長に聞いた。「コ
ンテナヤードは、コンテナを積み上げる
為に広い敷地を平らに仕上げなければな
りません。その為に高い精度を求められ
る現場でした。ＩＣＴブルドーザでの施
工は、想像以上の精度で驚きました。以
前に施工したコンテナヤードの現場で
は、広い範囲に丁張を設置する作業がと
ても大変でした。ＩＣＴ建機では丁張レ
スで施工が出来て、今回は本当に楽でし
た。
それに、建機の周りの人員が減っ
た事で、安全性も向上していると思いま
す。またＩＣＴ建機のマシンコントロー
ルがあるのとないのとでは数十倍も施工
の楽しさが違うと感じました。
工期も
短縮しますし、高い精度が求められる現
場には絶対おすすめです。興味のある方
はまずは体感する為に、ぜひＩＣＴ建機
に乗ってほしいと思います。」と話し
た。最後に「今回はＩＣＴブルドーザだ
ったけど、今度はＩＣＴ油圧ショベル
PC200iにも乗ってみたい。」
と笑顔で
話した。
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